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　ナサニエル・ホーソーン （Nathaniel Hawthorne： 1804-

64）は、ソロー （Henry David Thoreau： 1817-62）やメル

ヴィル （Herman Melville： 1819-91）と並び、19 世紀アメ

リカを代表する作家の一人である。19 世紀前半のこの時期

に、アメリカは政治的にも経済的にも急速に国力を高めつ

つあったが、同時に政治経済のみならず文化的にもヨーロッ

パの影響から脱し独立しようとする気運がひときわ高まった

時期でもあった。

　本学図書館には、ホーソーンというこの時代を代表する

作家による 4 つの作品の初版本を準貴重図書として所蔵

している。代表作である『緋文字』（The Scarlet Letter, 

1850）、『 七 破 風 の 屋 敷 』（The House of the Seven 

Gables , 1851）、彼の最初の短篇集である『トワイス＝トール

ド・テイルズ』（Twice-Told Tales , 1837）、そして『少年少

女のためのワンダー・ブック』（A Wonder-Book for Girls 

and Boys , 1852）それぞれの初版本である。

　経済学部・言語コミュニケーション文化研究科教授　増永　俊一

職業としての作家
－ナサニエル・ホーソーンの初版本をめぐって－

左から『緋文字』、『七破風の屋敷』、『トワイス＝トールド・テイルズ』、
そして『少年少女のためのワンダー・ブック』の初版本

『緋文字』オリジナルの装丁と背表紙 初版タイトルページ
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　『緋文字』は、ホーソーンの残した作品としてあまりにも

有名であるが、本館が所蔵している1850 年の初版本は元々

の装丁が傷み、堅牢な新しい装丁にやり替えられている。

しかし、同書の巻末にはオリジナルの外装と背表紙が残さ

れており、出版当初の装丁の色や風合いは知ることが出来

る。この初版本で興味深いのは、この物語の書名、すなわ

ちScarlet Letterの文字だけがタイトルページで朱色になっ

ていることである。緋文字は、この物語において主人公へ

スター・プリンが常に胸につけている懲罰の印だ。ピューリ

タン植民地において、姦淫の罪を犯した人物は、見せしめ

として姦淫（Adultery）の頭文字である「A」の文字を身に

つけておかなければならなかったとされているが、『緋文字』

ではその文字の色が緋色となっている。初版本のこの朱色

のタイトルは、この物語の特異なアイコンを読者に強く印象

づけ、『緋文字』で繰り広げられている罪と罰のドラマに対

する期待をいやが上にも高めたに違いない。

　『緋文字』はホーソーンが作家生命をかけて世に問うた

力作であるが、作者自身の期待以上に広く読者に受け入れ

られた。売上げは好調で、発売からわずか 10 日で 2,500

部を売り尽くし、初年度で総計 6,000 部が売れ、翌年に

は 6,710 部を増刷して発売から13 年間で 13,500 部が売

れた。『緋文字』は成功作となり、ホーソーンはいよいよ職

業作家としての地歩を固める。そして、『緋文字』の好評を

背景にホーソーンは精力的に執筆活動に取り組み、翌年に

は早くも次作『七破風の屋敷』（The House of the Seven 

Gables , 1851）を書き上げた。このときホーソーンは 47 歳。

彼の 4 大ロマンスと呼ばれる代表的長編作品の内の 2 作目

であるが、ホーソーンが作家としての円熟期を迎えていた時

期に書かれた 2 作品の初版本を、本学図書館は所蔵して

いることになる。こうして、ホーソーンは作家として世間で

認められ成功を収めたわけだが、ここに至る道のりは決し

て平坦ではなかった。ホーソーンが作家として生きていく道

を思い描いた時期は、相当に早い。メイン州にあるボードゥ

ン大学への進学に備えていた頃、ホーソーンは 17 歳で、当

時メイン州のレイモンドにいた母エリザベスに宛てて次のよ

うな手紙を認めている。

　

僕は将来どの職業に就くべきかまだ決めていません。牧

師になるというのは、勿論論外です。たとえ、お母さん

が僕にあんな退屈な人生を選ぶことを願ったとしても、そ

んなことは思いたくもありません。… 弁護士については

すでにあまりにもたくさん居て、控え目に見積もってもそ

の半数は食べていけていません。では医者はどうかとい

うと「究極の選択」（“Hobson’s Choice”）のように思え

るのですが、やはり人間の病や弱さによって生きていこう

とは僕は思いません。… お母さんは僕が作家になるとい

うのをどう思いますか、自らの筆によって生きる糧を得る

のです。… でも、作家という輩はいつも惨めなもの（“poor 

Devils”）で、悪魔に連れ去られてしまうかもしれません。

　（Salem. March 13th. 1821）

『七破風の屋敷』のモデルとなった又従姉妹スーザン・インガソルの旧宅、筆者撮影
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　今日でも、小説家として成功を収めることはそれほど容

易いことではないだろうが、19 世紀前半のアメリカにおい

ては、作家業が職業として成立することはさらに困難なこ

とであった。当時は、余暇として読書に親しむという習慣

がようやく大衆のものとなりつつあった時期で、文学市場

の規模も今よりもはるかに小さかった。実際、ホーソーン

は長らく文筆だけで生きていくことは出来なかった。結婚

を前にしても十分な経済力もなく、ホーソーンのことを案

じていた友人たちの助力によって 1839 年の 1 月にボスト

ン税関に計量官 （measurer）として採用されて、ようや

くソフィア （Sophia Peabody：1809-71）との婚約にこぎ

着けた。さらに結婚後も、生活のためにセイラム税関の

検査官 （surveyor）として勤務することになった。『緋文

字』の長い序文「税関」とは、かなりの部分がその時の

体験を綴ったものなのである。結局、およそ 3 年に及ん

だ税関勤めも 1849 年の政変でその職を追われることに

なる。民主党のポーク（James Knox Polk： 1795-1849）

に代わって、ホイッグ党のテイラー（Zachary Taylor： 

1784-1850）が第 12 代アメリカ大統領に就任したのであ

る。ホーソーンは、職業としての作家の道を目指しつつも、

民主党政権下の官吏としてまずはその暮らしを立ててい

たのである。

　話を少し前に戻そう。ホーソーンはボードゥン大学を卒

業した後、定職に就くこともなく故郷セイラムに戻り、自

ら「陰鬱の城」（“Castle Dismal”）と呼んだ屋根裏部屋

に引きこもって作家修業に明け暮れる日々を送った。以後

10 数年、読書と創作にひたすら打ち込み、短篇小説を

書いては新聞や雑誌に匿名で寄稿している。『トワイス＝

トールド・テイルズ』とは、そういった短篇やスケッチを

集めてホーソーンが初めて世に出した短篇集である。『ト

ワイス＝トールド・テイルズ』には、1837 年に出版され

た 18 編を収録する第 1 版と 1837 年版に 1 編を追加し

た 1842 年版、さらに同じく1842 年に 20 編から成る第

2 巻の増補版が出版された。現在私たちが手にしている

『トワイス＝トールド・テイルズ』には、1842 年増補版の

作品も含めた全 39 編の短篇が収録されていて、それに

1851 年にホーソーンが加えた「序文」が入っている。本

学図書館が所蔵するものは、18 編だけが収載されている

もっとも初期の初版第 1 刷である。当時の読者は、この

1837 年版で、たとえば週刊新聞の『セイラム・ガゼット』

（Salem Gazette）の 1830 年 11 月 12 日号に掲載されて

いた「3 つの丘に囲まれて」（“The Hollow of the Three 

Hills”）の作者がホーソーンであることを初めて知るに至っ

た。第 1 版所収の各短篇は、匿名ではあるがすべて雑

誌や新聞、ギフトブックなどに既に発表されていた作品で

あった。「二度語られた物語」たる所以である。

「セイラム税関」、筆者撮影 1848 年のホーソーン
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　ホーソーンは、もっぱら『緋文字』の作者として記憶され

ることが多いが、実のところ彼は短篇の名手で、数多くの

作品を残している。とりわけ名作との呼び声高い「若いグッ

ドマン・ブラウン」（“Young Goodman Brown” 1835）や「僕

の親戚モリヌー少佐」（“My Kinsman, Major Molineux” 

1832）も、大学卒業後の故郷セイラムでの作家修業時代

に書かれている。先述の通り、この時期のホーソーンはすっ

かり屋根裏部屋に引き籠もっていたとの印象が強い。しか

し、ある伝記作家は、そういった孤独な修業時代というイ

メージには少なからず「自己演出」（“self-dramatization”）

が含まれているとしていて、実情よりはかなり誇張されてい

るようである。実際、彼はこの修業時代にも社会との関わ

りが一切なかったわけではなく、姉のエリザベスもナサニエ

ルはいつも社交的であったと述べている。ホーソーンは孤

独な隠遁者では決してなかったのである。

　『トワイス＝トールド・テイルズ』初版に収録されている

「大紅玉」（“The Great Carbuncle”）に注目してみよう。こ

の短篇の副題は「ホワイト山脈の謎」（“A Mystery of the 

White Mountains”）となっているが、修業時代のホーソー

ンはセイラムを離れ、ニューハンプシャー州にあるホワイト

山脈に足を運んでいる。1832 年の夏、ホーソーンはアメリ

カ北東部への長い旅に出た。ホワイト山脈はその時の目的

地のひとつである。この旅行は、文学修行の日々の憂さを

晴らすと言うこともあっただろうが、小説の題材となるもの

を探す取材旅行でもあった。ボードゥン大学時代の同級生

で終生の友人であり、後にアメリカ大統領（民主党）となる

ピアス （Franklin Pierce： 1804-69）に、この旅行をめぐっ

て次のような手紙を書いている。

　

僕は北部への旅の準備をしています。時おりしもカナダ

で忌 し々いコレラが蔓延しているこの時期にです。ニュー

ヨークを経由してオルバニーからナイアガラへ、そこか

らモントリオールとケベックに行き、そしてヴァーモントと

ニューハンプシャーを経て帰宅するというつもりでした。

僕は、とある本のためにこの旅を実現することを切望し

ています。この本で（疑う余地もないのですが）とてつも

ない文学的名声（“literary reputation”）を得ることを目

論んでいるのです。でも、カナダ行をやり遂げるまでは、

書き始めることが出来ません。

　（Salem, June 28th. 1832）

『トワイス＝トールド・テイルズ』初版
タイトルページ

『トワイス＝トールド・テイルズ』初版
目次
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　この手紙に明らかであるように、ホーソーンは常に作家

としての成功を強く願っていた。しかし、彼が言うところの

「文学的名声」を得るまでの道のりは遠く、隠遁生活を脱し

てソフィアと結婚してからも経済的な困難は続き、『緋文字』

でようやく作家として世間に広く知られるところとなった。

　さて、本館所蔵のホーソーン初版本の中で『少年少女の

ためのワンダー・ブック』 （A Wonder-Book for Girls and 

Boys）は、他の三冊とはまったく趣が違う。そのタイトルに

すでに明らかであるが、これは子供を対象とした児童文学

である。1850 年に『緋文字』が出版され、1851 年に次の

長編『七破風の屋敷』が続く。そして、扉には出版年とし

て 1852 年と記されているが、実際には 1851 年の 11 月に

本作は出版された。『七破風の屋敷』出版からわずか 7ヶ

月後のことである。

　ユースタス・ブライト（Eustace Bright）という大学生が、

子供たちにギリシャ神話を再話として語り聞かせるというこ

の物語は、対象とする読者層も作風もすっかり異なっていて、

この変わり様は一見不思議に思えるかも知れない。しかし、

子供に向けて作品を書くことは職業としての作家を目指して

いたホーソーンの構想にもともとあったことなのだ。

　一連の児童向け読み物の中では、『おじいちゃんの椅子』

（Grandfather’ s Chair： A History for Youth）が、ホーソー

ンが本腰を入れて児童文学に取り組んだ最初のものとなる。

これは、アメリカの過去の出来事と歴史的人物について易

しく解き明かす子供向けに書かれた歴史物語である。おじ

いちゃんは今、古い樫の肘掛け椅子に腰を降ろしているが、

この椅子の代々の所有者について子供達に語ることでアメ

リカの歴史を辿るというのがその趣向だ。添付写真に見ら

れるように、この物語のタイトルページには出版年が 1841

年となっている。しかし、出版時期が年末に近い場合には

翌年を出版年として記載するという当時の慣行もあって、実

際の出版年は前年の 1840 年であった。『少年少女のため

のワンダー・ブック』よりも11 年も前に本作は出版されてい

たのだ。

『少年少女のためのワンダー・ブック』初版の挿画
（左）子供達に話を聞かせるブライト　（右）ゴルゴンの首
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　児童向けの物語を書くことについて、ホーソーンはやはり

ボードゥン大学の同級生で、19 世紀を代表する詩人であっ

たロングフェロー （Henry Wadsworth Longfellow： 1807-

82） に宛てて、次のような手紙を書いている。

　

生活のためには、書き散らかすしかほとんど見通しが立

たないのです。しかし、あなたが思うほど、このことで

私が苦労しているわけではありません。私は、子供向

けの本などの、どんな類のやっつけ仕事（“all sorts of 

drudgery”）にも筆遣いを変えることが出来るのです。

　（Salem, June 4th. 1837）

　

　さらに翌年、ホーソーンは再度ロングフェローに次のよう

に、熱烈に書き送っている。

　

日曜日の夕食にあなたがお見えにならなかったのは残念

でした。というのも、この前お会いしたときにあなたが話

しておられたおとぎ話の本について、お話をしたかったか

らです。良い考えだと思いますし、時間があればの話で

すが、これの実現に向けて私の役目を果たしたいという

気持ちに傾いています。数ヶ月前よりは、より実現可能な

ことのように思えます。とはいっても、雑誌の雑文執筆に

常に悩まされていることに変わりはなく、更には子供向け

の歴史やそういった類のよからぬことに手を染めてみない

かと二カ所の違う方面からの提案も受けています。しか

し、私にはあなたの本の方がずっと信頼に足るものにな

るように思えますし、おそらく儲けも多いことでしょう。そ

して、他の仕事の妨げになることもありません。多分、私

たちは大ヒットを飛ばし、児童文学（juvenile literature）

の全体系に大変革を引き起こすことになるでしょう。

　（Salem, March 21st. 1838）

　

　ロングフェローに宛てたこれらの書簡からは、生活のた

めには子供向けの本でも書かざるを得ず、本来めざしてい

た高級な文芸小説で身を立てると言うことが現実的に困難

な状況にあったことが浮かび上がる。一方で、手掛けるか

らには革命を引き起こしてやるという野望もまたホーソーン

にはあった。しかし、そういった実利を超えて、ホーソーン

は子供を対象に物語を書くということ、あるいは子供とい

う存在に対して格別の思いを抱いていたようだ。『トワイス

＝トールド・テイルズ』初版には、「アニーちゃんのお散歩」

（“Little Annie’s Ramble”）というスケッチも収録されてい

るが、この小品で子供に注がれているホーソーンの眼差し

はとても温かい。

『おじいちゃんの椅子』初版本、筆者所蔵
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　ホーソーンというと『緋文字』がその典型だが、罪と罰、

疎外と孤独、白とも黒ともつかず怪しくうごめく人間の心

模様といった独特の作品世界が多くの読者の心を捉えてき

た。そして、その作風に引きずられるかのように、ホーソー

ン自身も孤高の芸術家であったかのような印象は強い。し

かし、それらは作家のモチーフであることは確かだが、一

方で職業として作家の道を模索するひとりの十九世紀人で

あった事もまた事実なのである。先述の『おじいちゃんの椅

子』は、ホーソーンの義理の姉にあたるエリザベス・ピーボ

ディー（Elizabeth Palmer Peabody： 1804-94）の経営す

る書店から出版され、ほとんど私家版と呼んでも良いような

本であった。大きさは、縦 12.5cm、横 9cm、厚さわずか

に 1cm のささやかなものである。本館所蔵の『少年少女の

ためのワンダー・ブック』初版本と並べてみると、大きさも

本の見栄えも相当に異なっている。この違いは、ホーソー

ンの作家としての成長の軌跡でもある。

　『緋文字』の序文と呼ぶにはあまりも長大な「税関」は、

作家への想いを抱いたままセイラム税関の官吏として勤める

ホーソーンの日々の姿を映していて読み飛ばすわけには行か

ず、『七破風の屋敷』の妙に明るいハッピー・エンディング

は、作家修業時代のホーソーンがモデルとなった屋敷で友

人とトランプ・ゲームに興じていたと言うこととひょっとすると

関係するのではないかという妄想も浮かぶ。当初はその理

念に共感して参画したユートピア的共同体のブルックファー

ムは結局深い失望に終わったが、その挫折の体験が 4 大ロ

マンスの第 3 作目にあたる『ブライズデイル・ロマンス』（The 

Blithedale Romance , 1852）に結実する。1853 年、友人の

ピアスが晴れて第 14 代アメリカ大統領に就任し、選挙活動

におけるホーソーンの貢献への論功行賞としてリバプールの

領事として渡欧することがなければ、最後のロマンス作品の

『大理石の牧神』（The Marble Faun： Or, The Romance 

of Monte Beni , 1860）は書かれなかった。本学図書館が

所蔵するホーソーン初版本の佇まいからは、職業作家として

の彼の歩みがどことなく浮かび上がってくる思いがする。

　最後に蛇足をひとつ。本稿に載せたセイラム税関の写真は、

2014 年 7月4日に撮ったものである。7月4日はアメリカの独

立記念日であるが、写真の撮影日からちょうど 210 年前のこの

日、ナサニエルは同地セイラムのユニオン通りで産声を上げた。

増永　俊一（ますなが　としかず）
関西学院大学経済学部・言語コミュニケーション文化研究科教授。
関西学院大学文学研究科博士課程後期単位取得退学。関西学院大
学博士（文学）。日本ナサニエル・ホーソーン協会元理事。アメリカ
19 世紀文学・文化を研究の対象とし、同時期にアメリカで広まった
ツーリズムにも関心を寄せている。著書に、『アレゴリー解体―ナサ
ニエル・ホーソーン作品試論』（英宝社、2004）関西学院大学研究
叢書第 108 編、編著に『アメリカン・ルネサンスの現在形』（松柏社、
2007 年）、共著に『隠された意匠―英米作家のモチーフと創造』（南
雲堂、1996）、『異相の時空間―アメリカ文学とユートピア』 （英宝社、
2011）等がある。

『おじいちゃんの椅子』、『少年少女のためのワンダー・ブック』
並置、サイズ、体裁比較




